
モニター取扱説明書



目 次

梱 包 リ ス ト

� . 製 品 紹 介

ュ - ザ 一 設 定

� . 規 制 に 関 す る 通 知

� . ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ （ F A Q ）

� . 安 全 に つ い て の 指 示

� . 操 作 メ ニ ュ ー （ O S D ） の 機 能

� . 注 意

�

�

�

�

�-�

�-��

�

��-��

�� . 壁 取 付 け 仕 様 （ V E S A ）



梱 包 リ ス ト

�

�

�

�

�

�

�

�

LCD画面

ホルダ一

ベ一ス

電源コ-ド(オプション)

信号ケ-プル(オプション)

アダプタくオプション)

ネジ(オプショ

ユ-ザ-マニュアル(保証カ-ドと品質証明書を含む)ン)

(このリストにはオプションのアイテムが含まれています。受け取ったアイテムはこ
のリストと異なる場合があります。)

製品紹介

LCD画面

ホルダ一

ベース
参考図となります。
実機を準拠としてください。



ボタンの機能

注：実際のボタンは製品モデルによって異なります。

このボタンを押してメインメニューを表示し、前のメニューに戻る
か、メインメニューを終了します。

メニューが開いたら、このボタンを押して左下の項目を選択すると、
進行状況バーの値が減少します。
メニューを閉じると、このボタンは定義済みのホットキーとして機能
します。

メニューが開いたら、このボタンを押して右上の項目を選択すると、
進行状況バーの値が上昇します。
メニューを閉じると、このボタンは定義済みのホットキーとして機能
します。

メニューがアクティブになったら、このボタンを押して現在の項目を
選択します。
メニューが閉じたら、このボタンを押して自動調整機能を有効にしま
す。水平位置、垂直位置、クロック、フォーカスを自動で設定します
（VGA 信号のみ）。

電源ボタン：押してモニターをオン / オフにします。

点灯：通常状態、
点滅：省電力スタンバイ状態。電源 LED

ュ - ザ 一 設 定



目の健康に関する注意

モニタの長時間の使用による目の疲れや首 / 腕 / 背中 / 肩の痛みを避けるために、下
記の注意をお読みください。
�.モニタ（スクリーン）は目から約 ��～��cm 離してください。
�.モニタを使うとき、瞬きをして眼が乾かないようにして、モニタを長時間使用し
たら、眼を潤わせてください。
�.モニターを � 時間使用したら、�� 分の休憩を取ってください。
�.頻繁に休憩を取ってください。モニタから目を離し、遠くの物を �� 秒以上見てく
ださい。
�.休憩中は、首、腕、背中、肩をほぐすためにストレッチをしてください。

低ブルーライトの説明

青色光の波長は、青色光帯域内です。このモニタにはブルーライトの発光を低減す
る機能が搭載されており、目を保護するためにメニューから低ブルーライトモード
を選択できます（モニタのサポートが必要です）。

注意



壁取付け仕様（VESA）

— 壁取付けを床に垂直な頑丈な壁に取り付けます。壁取付けを石膏ボード以外の表
面に取り付ける前に、最寄りの販売店に連絡してください。傾斜した壁に製品を取
り付けると、落下して重傷を負うことがあります。HKC ウォールマウントキットに
は詳しい取付け説明書が含まれており、組み立てに必要なすべての部品が提供され
ています。
·標準の長さより長いネジ、VESA 標準の仕様に準拠していないネジを使用しないで
ください。長すぎるネジは、製品の内部を損傷することがあります。
·指定された製品以外の取付けが難しいことがあります。
·VESA 標準ネジ仕様に準拠していない壁取付けの場合、壁取付けの仕様によってネ
ジの長さが異なる場合があります。
·ネジを強く締めすぎないでください。これにより、製品が損傷したり、製品が落
下したりして、人身事故が発生する可能性があります。HKC はこの種の事故に対し
て責任を負いません。
·HKC は、VESA 以外または指定されていない壁取付けが使用された場合、または消
費者が製品の取付け手順に従わなかった場合、製品の損傷または人身傷害に対して
責任を負いません。
·�� 度以上の傾きで製品を取付けないでください。
·壁取り付けキットの標準寸法を次の表に示します。

��� X ��� (��-��)

製品の電源が入っている間は、壁取付けを取付けないでください。感電による負傷を引き起こ
す可能性があります。
説明：実際を基準にしてください。

VESA ネジ穴の仕様（A*B）
（ミリメートル） 数量標準ネジ



操作メニュー（OSD）の機能

Adaptive-Sync/FreeSync.機能の電源を切る
Adaptive-Sync/FreeSync.機能の電源を入れる

OD 機能をオフにします
一般的なOD機能
非常に高いOD機能
前のメニューに戻るには

標準
暖かい

中文，English，Français，Deutsch，Italiano，Português ，Español，한국어，日本語，Magyar，Polski，Svenska，
Русский ，Türkçe，Укра їнська，繁中，Tiếng Việt， ي ب ر ع  

表示

明るさ
コントラスト

DCR

戻る
終了

终了

言語

なし
なし
オン
オフ
戻る
終了
なし
なし

なし
なし

画面の明るさを調整する。
LCD のコントラストを調整する。
ダイナミックコントラストを有効にする。
ダイナミックコントラストを無効にする。
前のメニューに戻るには
メインメニューを終了する。
前のメニューに戻るには
メインメニューを終了する。

ぺージをめくる。
メインメニューを終了する

OD 加速

オフ
通常
極高
戻る
終了

戻る
終了
オン
オフ
戻る
終了

MPRT

タイマー

HDR

メインメニューを終了する

照準器
照準器 �/�/�/�/�/� 照準器スタイルを切り替える

前のメニューに戻る
OD 機能を無効にする

前のメニューに戻る
OD 機能を無効にする

オン MPRT 機能の電源を入れる
オフ
戻る
終了

��/��/��/��/�� 分

MPRT 機能の電源を切る
前のメニューに戻る
OD 機能を無効にする

オフ
戻る
終了

ゲームタイマー設定の切り替え
タイマーを切る
前のメニューに戻る
OD 機能を無効にする

オン
オフ
戻る
終了

戻る
終了

なし
なし

前のメニューに戻るには
メインメニューを終了する

HDR 機能の電源を入れる
HDR 機能の電源を切る
前のメニューに戻る
OD 機能を無効にする

モード

標準
映画
FPS
RTS

アイセイバー
電子ブック

戻る
終了

なし
なし
なし
なし
なし

なし
なし
なし

なし
なし

なし

なし

なし

なし

なし
なし

通常モード
動画モード
FPS ゲームモード
RTS ゲームモード
ブルーライトフィルターモード

前のメニューに戻るには
メインメニューを終了する

色温度

クール

ユーザー

DCI-P�

赤
緑

青

sRGB

Adobe RGB

戻る
終了

クール温度に設定してください

標準色温度に設定してください

暖かい温度に設定してください

赤の温度を微調整する
緑の温度を微調整する
青の温度を微調整する

DCI-P� モードを有効にする

sRGB モードを有効にする

Adobe RGB モードを有効にする

前のメニューに戻るには
メインメニューを終了する

ゲームモード

メニュー項目 サブメニュー項目 サブサブメニュー 説明

電子ブックモード



アスペクト比

自動
��:�
�:�

戻る
終了
VGA

なし
なし
なし
なし
なし
なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

縦横比を自動的に調整する。
アスペクト比をワイドスクリーンモードに調整する。
アスペクト比を �:� に調整する。
前のメニューに戻るには
メインメニューを終了する

入力

DVI

HDMI

DP

TYPE-C

戻る

終了

VGA（アナログ）信号入力

DVI（デジタル）信号入力

HDMI（デジタル）信号入力

ディスプレーポート（デジタル）信号入力

TYPE-C（デジタル）信号入力

前のメニューに戻るには

メインメニューを終了する

タイムオフ

ガンマ

サウンド

オン
オフ
戻る
終了

ガンマ �
ガンマ �

戻る

終了

�-���

工場出荷時のデフォルトにリセットする。
リセット機能を実行しない。
前のメニューに戻るには
メインメニューを終了する
色相の明度をグレースケール � に調整する。
色相の明度をグレースケール � に調整する。
前のメニューに戻るには
メインメニューを終了する
ボリュームを調整する

その他

バックカバーライト

調整

PIP

戻る
終了

赤
青

カラフル
ブリージングライト

マーキングライト
オフ
戻る
终了

终了

静的赤色ライトを点灯
静的青色光をオンにする
イベント照明を動的モードに切り替える

イベント照明を動的モードに切り替える
イベント照明を動的モードに切り替える
イベント照明をオフにする
前のメニューに戻るには
メインメニューを終了する
イメージの水平 / 垂直方向の位置合わせを調整するには、フォーカ
スとクロックを自動的に行います。

自動較正画像

自動較正色

クロック

合焦

戻る

カラーのホワイトバランスを調整する。
垂直ノイズ（VGA 信号のみ）を低減するために画像のクロックを調
整する。
水平ノイズ（VGA 信号のみ）を低減するために画像の
位相を調整する。

前のメニューに戻るには
メインメニューを終了する。

PIP

PBP

リセット

戻る
終了

PIP 信号源に切り替える
デュアルスプリット スクリーンの信号源に切り替える

シングルウィンドウモードにリセットする

前のメニューに戻るには
メインメニューを終了する
前のメニューに戻るには
メインメニューを終了する

なし
なし

リセット

終了

する
しない

戻る
終了
なし

なし

なし
なし

なし
なし

工場出荷時のデフォルトにリセットする。

リセット機能を実行しない。
前のメニューに戻るには
メインメニューを終了する
メインメニューを終了する

メニュー項目 サブメニュー項目 サブサブメニュー 説明



トラブルシューティング（FAQ）
問題 / 障害

電源 LED が点灯しない。

考えられる解決策

プラグアンドプレイが実現しませ
ん。

画像が暗い。

画像にギザギザや波が発生する。

電源 LED は点灯または点滅したまま
だが、画面に画像が表示されない。

一部の色（赤 / 緑 / 青）がありませ
ん。

画像が中央に配置されていないか、画
像サイズが正しくありません。

画像が、色収差を示しています（白が
白く見えない）。

VGA 信号の場合、画像 / テキストがぼ
やけている。

VGA 信号の下に色偏差がある。

モニタの電源が入っているかどうかを確認します。
電源コードが接続されているかどうかを確認します。

PC がプラグアンドプレイと互換性があるかどうかを確認します。
信号ケーブルの �� ピン D コネクタが曲がっているかどうかを確
認します。（モニタがサポートしている場合）

明るさとコントラストを調整します。

おそらく、電子干渉を引き起こす近くに電気機器がある。

PC の電源が入っているかどうかを確認します。
PC のグラフィックスカードが正しく取り付けられているかどう
かを確認します。
モニタの信号ケーブルが PC に正しく接続されているかどうかを
確認します。
モニタの信号ケーブルコネクタを確認し、ピンが曲がっていな
いことを確認します。
PC キーボードの [Caps Lock] を押し、電源 LED を確認して、
PC が動作しているかどうかを確認します。

モニタの信号ケーブルを確認し、ピンが曲がっていないことを
確認します。

ホットキー [E] を押して、AUTO（自動画像調整）機能を有効にし
ます。

RGB カラーを調整するか、別のカラー温度を選択します。

ホットキー [E] を押して、自動画像調整機能を有効にします。
（モニタがサポートしている場合）

白色の出力画面で、OSD メニューの「色の自動較正」を選択し
て色を較正します。（モニタがサポートしている場合）

製造業者                                                                                              モデル                                       レート

Shenzhen SOY Trchnology Co.,Ltd 
SHENZHEN HONOR ELECTRONIC CO.,LTD ��Vdc, �A

��Vdc, �A
 ADS-��DN-��Y �����EPB

SOY-�������GB-���
��Vdc, �A
��Vdc, �A

Dongguan Aoyuan Electronics Technology Co., Ltd
Dongguan Aohai Technology Co., Ltd

AY��DA-AF�������-US
A���-������W-US�



HKC

正三角形内に先頭が矢印になっている稲妻は、製品のエンクロージャ内に絶
縁されていない「危険電圧」が存在することをユーザに警告することを意図
していて、人や動物が感電する危険性があることがわかるような十分な大き
さであること。

正三角形内に先頭が矢印になっている稲妻は、製品の筐体内に絶縁されてい
ない「危険電圧」が存在することをユーザに警告することを意図していて、
人や動物が感電する危険性があることがわかるような十分な大きさであるこ
と。

●警告！機器を設置または操作する前に、電気および安全情報については、外部筐体
の情報を参照してください。
●注意：本製品と外部装置を接続する場合は、製品と使用するケーブル全体の電磁両
立性を保証する良質のシールドケーブルを使用しなければなりません。
●本製品の用途は、モニターに限定されています。音声再生のため、追加のヘッドフ
ォンまたはスピーカーは、可能であれば独自の電源を備えている必要があります。危
険な状況を避けるため、本マニュアルに記載されている以外の目的で製品を使用しな
いでください。不適切な使用は危険であり、いかなる保証請求も無効になります。
●家庭用に限定屋外で使用しないでください。
●窒息の危険性があります！すべての梱包材をお子様の手の届かない場所に置いてく
ださい。
●通常の室温および湿度条件でのみお使いください。
●高度：�-����m　
    室温：�-��℃
注意：バッテリが誤った種類に置き換えられた場合の火災または爆発の危険性。

●本製品は、気候が穏やかな地域での使用にのみ適しています。熱帯または特に湿気の
多い気候では使用しないでください。
●製品を低温の場所から温暖な場所へ、または温暖な場所から低温の場所に移動させな
いでください。結露は、製品や電気部品に損傷を与える可能性があります。

安全についての指示



●製品をコンセントに接続する前に、製品に表示されている電圧がお近くの電源に対応し
ていることを確認してください。
●電源コードが損傷した場合、危険を避けるために、製造業者またはサービス代理店また
は同等の有資格者に交換を依頼してください。
●電源コード、製品または延長ケーブルに欠陥があるかどうかを定期的に確認してくださ
い。不具合が見つかった場合は、製品を動作させないでください。直ちにプラグを引き抜
いてください。
●電源コードを配置し、必要に応じて、引張または引外しが不可能になるように適切な延
長ケーブルを配置してください。容易に手が届く範囲内で電源コードが垂れ落ちないよう
にしてください。
●鋭利な端部に電源コードを詰まらせたり、曲げたり、引っ張ったりしないでください。

●製造業者が推奨する以外のアクセサリーまたはアダプタを使用しない、またはこの製
品とともに販売しないでください。本取扱説明書に従って設置してください。
●本製品を設置する場合、換気のための十分なスペース（製品周囲に最低 ��cm）を残
してください。書棚、内蔵キャビネット、テレビキャビネットなどのケースにしまった
り、カーテンなどのアイテムで覆うことによって換気を妨げないでください。例えば、
換気開口部を通して、物を筐体に挿入しないでください。熱を発生させるラジエータ、
ヒートレンジン、レンジまたは他の製品（増幅器を含む）などの熱源の近くに設置しな
いでください。
●電源を入れたときに製品をずらしたり、動かしたりしないでください。
●鋭利な物または固い物で製品の表面に触れたり、押したり、こすったりしないでくだ
さい。
●危険！火事や感電の危険性を減らすため、この製品を雨や湿気にさらさないでくださ
い。
●開口部から物や液体を注入したり、花瓶に注いだ水が入った物に近づけたりしないで
ください。
●製品に水や液体が筐体に入らないように注意してください。
●火のともったライターなどの炎を製品に置かないでください。
●メンテナンスはすべて正式な代理店に依頼してください。ご自分で製品を修理しない
でください。電源コードやプラグが損傷したり、液体がこぼれたり、物が製品に落ちた
り、エンクロージャが損傷したり、製品が雨や湿気にさらされたり、正常に動作せず、
落下したりして、製品が何らかの形で損傷した場合は、メンテナンスが必要です。



●電源コードを遮断装置に接続して使用する。遮断装置は容易に操作可能なまま
にしてください。電源の入力を完全に切断することは、電源をオフにすることで
はないです。
●製品が正常に機能しない、または静電放電によるいかなる制御の動作にも反応
しないことがあります。製品をオフにしてプラグを外し、数秒後に再接続してく
ださい。
●特にプラグ、レセプタクル、および製品が出るポイントで、電源コードを踏ん
だり、挟んだりしないようにしてください。
●電源コードを持って、または濡れた手でプラグを絶対に引っ張らないでくださ
い。
●使用中、雷雨時、清掃前、長期間使用しない場合は、電源プラグを抜いてくだ
さい。
●危険！清掃する前に、製品の電源を切り、電源プラグをソケットから抜いてく
ださい。
●製品が耐用年数に達したら、プラグをコンセントから抜き取り、コードを � つ
に切断して、製品を使えなくします。



用途
この製品はモニターとしてのみ設計されています。音声再生のために、追加のヘッドフ
ォンまたはスピーカーは、可能であれば独自の電源を備えている必要があります。
本製品は、商業的または工業的使用を目的としたものではありません。他の目的では使
用しないでください。その他の目的で使うと製品の損傷または人身傷害につながる可能
性があります。HKC は、製品の損傷、物的損害、または製品の不注意または不適切な
使用による人身傷害、または製造業者の指定目的を満たさない製品の使用に対して一切
の責任を負いません。

CE 適合
本装置は、電磁両立性（����/��/EU）、低電圧指令（����/��/EU）、ErP 指令（
����/���/EC）および RoHS 指令（����/��/EU）に関連して、加盟国の法律の擦り合
わせに関する理事会指令に定める要件に適合します。本製品は試験済みであり、欧州連
合官報の指令に基づいて発行された情報技術機器の整合規格に適合することが確認され
ています。

WEEE 宣言
欧州連合（EU）廃棄物電気電子機器指令、指令 ����/��/EU の下では、「電気および
電子機器」の製品は、市街地廃棄物として廃棄することはできず、対象となる電子機器
の製造業者には、耐用寿命の終わりには、該当する製品を回収する義務があります。

FCC-B 無線周波数干渉宣言
この機器はテスト済みであり、FCC 規則のパート �� に基づくクラス B デジタルデバイ
スの制限に準拠していることが確認されています。これらの規制では、住宅地での設
置において有害な干渉に対する合理的な保護を設けるように規定しています。この機
器は、無線周波数エネルギーを発生、使用、および放射することがあり、操作説明書
に従って取付けおよび使用されないと、無線通信に有害な干渉を引き起こす可能性が
あります。ただし、取り付け方によっては、干渉が発生しないという保証はできませ
ん。この機器がラジオやテレビの受信に有害な干渉を引き起こして、機器の電源をオ
ン / オフすることがあります。ユーザには、次に上げる対策によって干渉を修正するこ
とをお勧めします。

規制に関する通知



·受信アンテナの向きを変えたり、位置を変えたりします。
·機器と受信機の距離を離します。
·受信機が接続されている回路とは異なる回路のコンセントに機器を接続します。
·販売店またはテレビやラジオに経験豊富な技術者に相談してください。

注意 �
工業規格適合の責任者が明示的に承認していない変更または修正を行うと、機器を操
作するユーザの権限が無効になることがあります。
注意 �
放射制限に適合するために、シールド式インタフェースケーブルおよび AC 電源コー
ドがある場合は、使用しなければなりません。
この機器は、FCC 規則のパート �� に準拠しています。操作には、次の � つの条件が
あります。
�.このデバイスは有害な干渉を引き起こさない。
�.このデバイスは、望ましくない動作を引き起こす可能性のある干渉など、受信した
干渉に対応しなければなりません。
警告：工業規格適合の責任者が明示的に承認していない変更または修正を行うと、機   
             器を操作するあなたの権限が無効になることがあります。
クラス B の FCC 限度値への適合を保証するために、この機器にはシールドケーブルを
必ず使用してください。

日本符合性声明 —VCCI Class B 声明
この装置は、クラス B 機器です。この装置は、住宅環境で使用することを目的として
いますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障
害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。
                                                                                                                                                        VCCI- B
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